














































































(1) Engels, Friedrich, Vorwort in Das Kψital, Bd. IL Marx Engels Werke 24 
（以下 MEWと略記） Dietz, Berlin, 1975. S. 26，岡崎次郎訳国民文庫（問1)47-8ペー ジ，
























(2) Rodbertus-Jagetsow, Johann Carl, Zur Erkentnis unserer staatswis‘5enschaftlichen 
Zustande, Neubrandenburg, Barnewitz, 1842平瀬巳之吉訳『国家経済の現状認識の
ために』世界古典文庫，日本評論社21ペー ジ。強調は原文のもの（以下も同じ）。
(3) Ebenda，訳書 162ペー ジ。
(4) Ebenda，訳書 163ペー ジ。
(5) Ebenda，訳書 162ペー ジ。
(6) Rodbertus-Jagetsow, J. C., Das Kapital 2 Aufl., Berlin, Puttl王ammer,1913 （初



























に確立される，とする考え方をさすものと思われる。（Vgl.,Rodbertus, a. a. 0.，前掲
訳書166ー 7ページ〉なおロートベルトヮスの平均利潤論については平瀬巳之吉『古
典経済学の解体と発展』日本評論社103-9ペー ジを参照されたい。
(9) Marx, Karl, Theorieen iiber den Mehrwert, MEW 26, T. 2, S. 24，時永叔訳『マ
ルクス・エンゲルス全集』 26II，大月書店 22ペー ジ。



























(1) Ebenda, S. 24，訳書 22-3ペー ジ。
(12) Ebenda, S. 181，訳書 236ペー ジ。





























(1) Lexis, Wilhelm，”Die Marxsche Kapitaltheorie," Jahrbiicher fiir NationalOkonomie 

























(2) Ebenda, S. 456. 
(3) Vgl., Engels, K., ][, S. 16-7，国肘29-31，岩肘18-20。
(4) Lexis, a. a. 0., S. 461. 

























(6) Ebenda, S. 462. 
(7) レキシスはアダム・スミスの所謂「v+mドグマ」を認める立場にたっている。
(Vgl., ebenda. S. 463）。
(8) Ebenda, S. 462. 
























































(12) V gl., Lexis, a. a. 0., S. 456-61. 




























同 Schmidt,Conrad, Die Durchschnittspr ifitrate auf Grundlage des Marx'schen 




























































Schmidt, a. a. 0., S. 11-2. 
Ebenda, S. 13. 





































(2) Ebende, S. 18. 
(23) Ebenda. 
(24) Ebenda, S. 19. 




























































的 Schmidt,a. a. 0., S. 43. 






., 1 _ 2Jm ~＞ 
には，当該資本の交換価値L一一一一一一一一ーをかけるだけで得られる」x 2J(c十v)
そしてこの前提のもとでは，個別資本の生産する剰余生産物の交換価値は，

























というのであるO シュ Eットの例解にそくして具体的にいえば， 100単位の商
品を生産するある資本があって，このうち50単位がc十 U部分を対象化してお
り，その価格が500ポンド，またこの資本の前貸資本額が400ポンドで平均利潤

















側 Ebenda,S. 48-9. 

































M) Ebenda, S. 101-2. 
(3) Vgl. ebenda, S. 102. 
帥本稿Wで検討する予定。
(35) Vgl. Hugo Lande ,,Mehrwert und Profit” Die Neue Zeit XT, 1 1893. S. 588-


































”Durchschnittsprofitrate und das Marxsche Wertgesetz", Die Neue Zeit XI, 2, 
1893, s. 132-8, 180-5で、積極的に展開される。 （本稿町参照）
























































(41) Schmidt, a. a. 0., S. 4. 










ことを可能とする社会的根拠をなすといえるO しかし c十 U部分についての
シュミットの叙述は，個別資本のレベルの等価交換の必然性として冒頭で説か
れながら，結局社会的に総計した場合に投下された C十 Uが回収れればよい，
という様に論点がすりかわっており，首尾一貰しない。しかも個別の売買にお
いて，等価交換を必ずしも必要としない，とし、う立場をとった場合，更にシュ
ミット説には難点が生ずる。先の64ページに示した彼の例解に即せば，価値通
りの売買では50単位の商品を販売するだけで再生産の維持が可能であったのに
対し，自然価格が成立し，商品 1単位当り 5.8ポンドで販売される場合には，
再生産の維持のために86.2単位の商品を販売しなければならない，とされてい
た。しかしこの計算では， 「自然価格」の成立後も生産費は500ポンドで，価
値通りの売買の場合と変わらない，とし、う想定にたっているO 実際上は，購買
される生産手段も労働力も「自然価格」によって売買されのであるから， 500
ポンドのままでよいとは限らなし、。もし生産費も「自然価格」化されれば， 500
ポンドを基準として算出された生産費充用に必要な86.2単位という数値も修正
されねばならなし、。また，これに関連して，個別の c+vにかえて示された総
計での価値と価格の一致とし、う命題が，シュミットの場合論証されているとは
言い難く，そうならなければ社会的再生産が維持できないと述べられたにすぎ
ない。社会的再生産の維持を説くには，社会的な使用価値配分と，交換関係を
平均利潤率の成立をその特殊資本主義的な偏情として両者の関連を歴史的な展開関係
と解釈することによって，結局資本主義における価値法則と平均利潤の関連を構造論
的に解明することを断念し，彼自身の問題提起を反古にしてしまった，ということが
でトきる。
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規制する労働量の両者を考慮しなくてはならなし、。平均利潤を実現する様な資
本配分が同時に社会的再生産を維持する使用価値の配分を実現し，こうした使
用価値の配分関係を実現する諸商品の価格関係が労働量によって窮極に於て規
制されていることが解明されない限り，問題は解決されなし、。しかしこの点で
シュミットを批判することは余り意味のあることではなかろう。むしろここで
確認すべきことは，彼自身が自覚していたかどうかは別にして， シュミット
にあっては商品単位数〈物量〉，価値（労働量〉，自然、価格の関連が取り上げら
れ，個別商品の自然価格の価値からの~離が，社会的再生産の維持という観点
から総計での一致に規制されるべき点が示唆されたことであるO
シュミット説で留意すべき第三の点は，需給関係に関する彼の見解である。
シュミットは，社会的必要労働量を，社会の有効需要の貨幣表現によって与え
従って投下労働量による価値規定とし、う場合の投下労働量の評価も，現実にそ
の商品に投下されている労働量ではなく，社会的需要を満たす限りで〈従って
その商品を購買した貨幣に投下されている労働量によって〉その評価が与えら
れるとした。このことは，需給の均衡が同時に価値通りの交換の場合にのみ成
立するという誤った論点を導く原因となるO この点に関しシュミットは別の論
文で詳細に述べており，我々も後にこの点に触れなければならないので，」」
ではさしあたり以上の様な問題のあることだけを指摘しておきたい。
以上でこの時期の論争の発端となった二人の議論の検討を終えることにする
が，とりわけマルクス主義の側からこの問題に取り組んだシュミットの見解が
以後の論争の焦点となるO 特に個別における等労働量交換の否定と総計におけ
る価値と価格の一致による価値法則擁護とし、う立場が果してマルクス解釈とし
て妥当か，という点で厳しくマルクス批判家達に追求されることになるが，他
方でシュミットが不十分にも自覚していた資本家的観念の問題は逆に無視さ
れ，この面での議論の発展はみられなくなる。 （未完〉
ω 註側参照のこと。
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